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ところで、1971年にピッツバーグ大学の Thomas L. Saatyが提唱した階層的意






























                                                          





















続いて Phase 2 では Phase 1 で求めた重要度をまとめて一対比較行列を作成
する。ここで、行列の各要素 ܽ௜௝ は ݆ 列目の要素に対する ݅ 行目の要素の重
要度となっている。 
最後に Phase 3 で各要素の重要度 ݓ௜ を計算する。重要度の計算には幾何平
均法を用いるxi。݊ 個の要素に対する幾何平均は全要素の積を ଵ௡ 乗することで
計算できる。 ݅ 行目の ܽ௜௝ に対する幾何平均を全ての行の幾何平均の和で割る


























                                                          




















































































































































































































































































批評性 将来性 独創性 敷地のコンテクスト 計画の整合性
形のセンス 形の新しさ 空間 話の分かりやすさ プレゼンの工夫
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「デザイン学」への問い 
+ 専門家による瞬間的な総合評価は可視化出来るか。（太田） 
+ 個人の意思決定を完全にモデル化することはできるか。（塙） 
+ デザイン評価にどこまで非専門家（ユーザー）が参加できるか。（太田） 
+ デザイン評価を定量的に扱うことはできるか。（塙） 
